
昔なつかしい農機具…

N o . 6     
平成 20 年 1月号

　南丹市美山町の民家の軒先で見つけました。
　今はもう懐かしい農機具です。右から「唐箕（とう
み）」「足踏み式脱穀機」「田転がし」「牛水桶」です。
　今ではほとんど使われず、「骨董品」としての価値
が高まっており、またイベントで使われることも見受
けられますが、懐かしさを感じると同時に先人の創意
と工夫には頭が下がる思いです。
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鳥
獣
に
よ
る
被
害

福
井
県
内
で
は
後
発
地
域

　

　
江（
さ
ば
え
）市
は
、
福
井
県
の
ほ
ぼ

中
央
部
に
位
置
し
、
北
は
福
井
市
、
南
は
越

前
市
に
接
し
て
い
ま
す
。

　

面
積
は
八
四
・
七
五
平
方
㌔
で
、
南
丹
市

の
約
七
分
の
一
の
大
き
さ
で
す
。

　

人
口
は
約
六
万
七
千
五
百
人
。
眼
鏡
、
漆

器
、
繊
維
が
三
大
地
場
産
業
で
、
め
が
ね
フ

レ
ー
ム
の
国
内
シ
ェ
ア
は
九
六
㌫
に
も
の
ぼ

り「
め
が
ね
の
ま
ち
」と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

地
域
の
ほ
と
ん
ど
は
平
坦
地
で
あ
り
、
山

地
は
東
部
お
よ
び
南
西
の
一
部
の
み
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
か
、　

江
市
で
獣
害

が
目
立
ち
始
め
た
の
は
こ
こ
五
～
六
年
ぐ
ら

い
。
そ
れ
も
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
被
害
が
ほ
と

ん
ど
で
、
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
深
刻
な
状
況
に
は

な
っ
て
お
ら
ず
、
そ
の
点
で
は
南
丹
市
と
は

大
き
く
状
況
は
異
な
り
ま
す
。

　

南
丹
市
で
は
、「
広
報
な
ん
た
ん
」平
成

十
九
年
九
月
号
で
も
お
知
ら
せ
の
通
り
、
イ

ノ
シ
シ
に
と
ど
ま
ら
ず
シ
カ
、
カ
ラ
ス
そ
の

他
の
多
様
な
鳥
獣
被
害
が
発
生
し
て
お
り
、

平
成
十
八
年
度
の
被
害
額
は
一
億
四
千
万
円

に
も
上
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
熊
の
出
没
は

生
命
の
危
険
さ
え
も
伴
っ
て
い
ま
す
。

住
民
意
識
の
高
揚
が
不
可
欠

　

　
江
市
は
、
鳥
獣
害
は
後
発
組
と
は
い

え
、
無
防
備
と
い
う
わ
け
に
も
い
か
ず
、
平

成
十
三
年
ご
ろ
か
ら
電
気
柵
の
設
置
が
進
め

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
今
で
は
、
総
延
長
は

三
十
㌔
を
超
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
捕
獲
檻

の
設
置
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
一
方
で
、「
こ
う
し
た〝
ハ
ー
ド
対

策
〟頼
み
で
よ
い
の
か
。
市
民
レ
ベ
ル
で
で

き
る
こ
と
は
な
い
の
か
」と
い
う
声
が
上
が

り
、
ハ
ー
ド
整
備
以
前
に
取
り
組
む
べ
き
対

策
を
模
索
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
ひ
と
つ
が
、「
イ
ノ
シ
シ
の
こ
と
を
知

る
」と
い
う
こ
と
で
す
。

　

被
害
の
出
て
い
る
市
東
部
地
区「
河
和
田

地
区
」の
区
長
会
で「
鳥
獣
に
よ
る
被
害
対
策

の
基
礎
」の
勉
強
会
を
実
施
、
イ
ノ
シ
シ
の

生
態
系
や
被
害
の
実
態
の
把
握
を
研
究
し
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

生
態
の
勉
強
と
し
て
は
、
イ
ノ
シ
シ
の
寿

命
や
一
度
に
生
む
子
供
の
数
、
食
生
活
、
行

動
範
囲
等
を
勉
強
。
ま
た
、
被
害
の
実
態
の

把
握
に
関
し
て
は
、「
鳥
獣
情
報
連
絡
票
」を

作
り
、
市
民
か
ら
被
害
情
報
の
提
供
を
求
め

ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
得
ら
れ
た
知
識
や
情
報
は「
さ

ば
え
い
の
し
し
新
聞
」と
し
て
ま
と
め
、
毎

月
二
回
の
ペ
ー
ス
で
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
重
要
と
な
っ
た
こ
と
は
、
市
民
レ
ベ

ル
で
の
日
常
的
な
意
識
の
持
ち
方
で
し
た
。

　

そ
の
中
で
再
認
識
さ
れ
た
の
は「
鳥
獣
害

が
発
生
す
る
以
前
に
、
鳥
獣
に
狙
わ
れ
る
環

境
を
作
ら
な
い
」と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

生
ゴ
ミ
を
田
畑
に
投
棄
し
た
り
、果
樹（
カ

キ
、
ク
リ
等
）を
放
置
す
る
こ
と
は
餌
付
け

を
し
て
い
る
こ
と
と
同
じ
で
あ
る
と
い
う
こ

先進地視察
レポート

　江 IC
北陸自動車道

　江市役所
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と
。
ま
た
、
稲
刈
り
後
の
二
番
穂
を
エ
サ
に

さ
れ
な
い
た
め
に
耕
起
す
る
こ
と
。
鳥
獣
の

す
み
か
と
な
る
耕
作
放
棄
地
を
作
ら
な
い
こ

と
な
ど
を
認
識
し
、
市
民
自
ら
も
積
極
的
に

問
題
に
取
り
組
み
、
実
践
さ
れ
て
い
ま
す
。

若
狭
牛
放
牧
に
よ
る

　〝
緩
衝
地
帯
〟の
設
置

　

市
民
意
識
の
高
揚
と
平
行
し
て
取
り
組

ま
れ
て
い
る
の
が
、
和
牛（
若
狭
牛
）放
牧
に

よ
る
獣
害
防
止
対
策
で
す
。

　

こ
れ
は
福
井
県
の
事
業
と
し
て
取
り
組
ま

れ
て
い
る
も
の
で
、
耕
作
放
棄
地
や
荒
廃
し

た
里
山
・
里
地
に
和
牛
を
放
牧
す
る
こ
と
に

よ
り
、
耕
作
放
棄
地
の
有
効
活
用
や
里
山
の

再
生
・
維
持
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
山
林
と
耕
作
中
の
農
地
の

境
界
部
分（
里
山
の
部
分
お
よ
び
耕
作
放
棄

さ
れ
て
山
林
・
原
野
化
し
て
い
る
部
分
）を
電

気
柵
で
囲
い
、
一
㌶
に
一
頭
の
割
合
で
和
牛
を

放
牧
し
、
草
を
食
べ
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
雑

草
の
繁
茂
を
な
く
そ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

も
と
も
と
牛
の
放
牧
は
、
足
腰
の
丈
夫
な

牛
に
育
て
る
こ
と
や
管
理
の
省
力
化
を
目
的

と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
、
里

山
の
再
生
・
維
持
や
鳥
獣
害
対
策
に
も
生
か

そ
う
と
す
る
の
が
こ
の
取
り
組
み
で
す
。

　

獣
は
、
自
分
よ
り
体
の
大
き
い
牛
を
警
戒

し
て
近
寄
ら
な
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

れ
に
も
増
し
て
、
牛
が
里
山
・
里
地
の
草
を

食
べ
る
こ
と
に
よ
り
イ
ノ
シ
シ
が
好
ん
で

潜
む
茂
み
が
な
く
な
り（
緩
衝
地
帯=

バ
ッ

フ
ァ
ゾ
ー
ン=

の
設
置
）、
田
畑
に
近
づ
き

に
く
く
な
る
と
い
う
効
果
が
派
生
す
る
わ
け

で
す
。

　
　

江
市
で
は
、
平
成
十
九
年
度
か
ら
の
取

り
組
み
で
す
が
、
県
内
外
の
先
進
例
で
は
、

イ
ノ
シ
シ
、
熊
の
出
没
が
減
少
し
て
い
る
と

い
う
報
告
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　

な
お
、
京
都
府
下
で
も
、
舞
鶴
市
、
綾
部

市
、
京
丹
後
市
が
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

鳥
獣
被
害
の
状
況
が
深
刻
で
あ
る
南
丹
市

に
お
い
て
は
、　

江
市
の
取
り
組
み
が
す
ぐ

に
参
考
に
な
る
か
ど
う
か
は
不
明
で
す
が
、

多
様
な
鳥
獣
害
防
止
対
策
の
中
で
、
新
た
な

取
り
組
み
と
し
て
関
心
を
寄
せ
る
こ
と
は
必

要
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

視
察
研
修
を
終
え
て

　

平
成
二
十
年
は
、
皆
様
に
と
っ
て
希
望

に
満
ち
た
年
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
農
業
情
勢
は
深
刻
で
、
米
価
の

低
迷
は
も
と
よ
り
、
有
害
鳥
獣
被
害
の
増

大
な
ど
に
よ
り
、
農
家
の
生
産
意
欲
は
減

退
傾
向
に
あ
り
、
ひ
い
て
は
遊
休
荒
廃
地

の
拡
大
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
状
況
で
す
。

　

南
丹
市
農
業
委
員
会
で
は
、
昨
年
十
一

月
に「
鳥
獣
害
の
な
い
里
づ
く
り
推
進
事

業
」を
実
施
し
て
い
る
福
井
県　

江
市
に

て
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

県
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
電
気
柵
や

金
網
柵
の
技
術
実
証
、
和
牛
放
牧
に
よ
る

野
生
動
物
の
忌
避
効
果
の
調
査
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た　

江
市
は
、
鳥
獣
対
策
協
議
会
を

立
ち
上
げ
る
と
と
も
に
、
市
民
か
ら
の
鳥

獣
情
報
の
提
供
を
求
め
、
こ
れ
を
も
と
に

「
さ
ば
え
い
の
し
し
新
聞
」を
発
行
し
、
鳥

獣
の
動
き
や
行
動
情
報
を
発
信
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
は
住
民
と
行
政
の
す
ば
ら

し
い
連
携
の
な
せ
る
技
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。

　

南
丹
市
農
業
委
員
会
に
お
い
て
も
、
農

家
の
皆
様
に
で
き
る
だ
け
多
く
の
情
報
を

発
信
し
て
い
く
所
存
で
す
。

南丹市農業委員会
農政部会長

大 沢 泰 一 

里山再生のイメージ図里山再生の概要

和牛の放牧

放牧前

放牧と除伐で再生

牧
柵

牧
柵

和牛を放牧することにより、イノシシの好きな繁みがなくなる。

すぐに隠れることが
できない！

すぐに隠れる
場所がある！

管理されていない
放棄田がすぐそばにある！

管理された放棄田

ドキドキ

ビクビク

ここは俺の庭みたいなもの！
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今
年
も
所
得
申
告
の
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
の
申
告
（
平
成
十
八
年
産
の
申
告
）

か
ら
、
農
業
収
入
の
あ
る
方
は
、
実
際
の
収

入
金
額
か
ら
必
要
経
費
を
差
し
引
く
方
法
に

よ
り
農
業
所
得
金
額
を
計
算
し
、
申
告
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

申
告
に
は
収
支
内
訳
書
の
作
成
が
必
要
で

す
。
収
支
内
訳
書
の
記
入
は
、
収
入
と
経
費

そ
れ
ぞ
れ
を
九
ペ
ー
ジ
の
A
表
B
表
の
科
目

ご
と
に
仕
分
け
し
、
そ
の
合
計
金
額
を
各
科

目
の
記
号
番
号
欄
に
記
入
し
ま
す
。

　

本
号
で
は
、
農
業
所
得
の
収
支
内
訳
書
を

作
成
す
る
中
で
少
し
や
や
こ
し
い
と
思
わ
れ

が
ち
な
『
減
価
償
却
費
』
の
計
算
方
法
に
つ

い
て
解
説
を
し
ま
す
。

　

※
本
文
は
九
ペ
ー
ジ
に
続
き
ま
す
。

　

※
五
～
六
ペ
ー
ジ
の
「
収
支
内
訳
書
」
は
、

切
り
取
っ
て
そ
の
ま
ま
お
使
い
く
だ
さ
い
。

農業所得の申告は、実際の収入金額から必要経費を差し引
く、収支計算により申告していただくことになります。
農業所得の申告は、実際の収入金額から必要経費を差し引
く、収支計算により申告していただくことになります。

収支計算の算式収支計算の算式

総収入金額 － 必要経費 ＝ 所得金額総収入金額 － 必要経費 ＝ 所得金額
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青 色 申 告 制 度 と は

◆青色申告の主な特典（白色申告との比較）

青色申告（複式簿記）＞青色申告（簡易簿記）＞白色申告

正規の簿記（複式簿記）で記帳すれば
メリットは最大限になります！

青色申告

●一定の帳簿を備え、毎日の取引を正しく記帳し、
その記録に基づいて所得と税額を計算し、申告
して納税する制度です。
●青色申告をすると、税金の面で、数多くの特典
が認められており、節税効果も大きいことか
ら、納税者にとっても大変有利な制度となって
います。

青色申告の
できる人

申告のメリット

①事業所得（農業所得）、不動産所得または山林所得のいずれかの
所得があり、②一定の帳簿を備えて日々の取引を記帳し、③所轄税務
署に「青色申告承認申請書」を提出して承認を受けた人です。

青色申告青色申告
をしましょう！をしましょう！

要件を満たす
認定農業者または認定就農者で
青色申告者は、農業者年金保険料の
国庫補助の対象になります！

申告控除

※貸借対照表を添付して期限内に申告することが条件

正規の簿記（複式簿記）に
より取引を記録

最高65万円 最高10万円
簡易な簿記により
取引を記録

専従者給与の必要
経費算入
各種引当金の必要
経費算入

純損失の繰越控除

純損失の繰戻し還付

減価償却の特例

家事関連費の必要
経費算入
現金主義による所
得計算の特例

青色事業専従者給与で適正額を全額必要経費に算入
できます
貸倒引当金、退職給与引当金等の一定額を必要経費
に算入できます
純損失が生じた場合、翌年より3年間、各年の所得
より控除できます
損失額を前年の所得より差し引き、前年の所得税の
還付が受けられます
特定の資産を所得した場合、特別償却や割増償却、税
額控除等ができます
家賃など家事関連費がある場合は、事業用部分のみ
算入できます
不動産、事業所得の合計が 300 万円以下の場合は
認められます

白色申告
申告控除

専従者給与の必要
経費算入

各種引当金の必要
経費算入

純損失の繰越控除

純損失の繰戻し還付

減価償却の特例

家事関連費の必要
経費算入

現金主義による所
得計算の特例

なし

事業専従者控除で配偶者は 86 万円、その他親族
は1人50万円まで算入できます

なし

原則として繰り越せません（変動所得または被災
事業者用資産の損失のみ）

なし

なし

50％以上事業用としている場合は算入できます

なし
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日
吉
町
殿
田
の
「
殿
田
と
ー
く
ほ
ー
る
」

ほ
か
の
会
場
で
、
十
一
月
二
十
五
日
、
第

十
六
回
殿
田
い
な
か
祭
り
（
殿
田
い
な
か
祭

り
実
行
委
員
会
主
催
、
南
丹
市
農
業
委
員
会

ほ
か
後
援
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

農
産
物
品
評
会
の
部
で
は
、
中
川
亀
三
さ

ん（
82
）の
大
根
が
農
業
委
員
会
会
長
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　

中
川
さ
ん
は
、
毎
年
こ
の
品
評
会
に
大
根

を
出
品
さ
れ
て
お
り
、
九
月
は
じ
め
に
種
を

ま
か
れ
、
丹
精
込
め
て
育
て
ら
れ
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。

　

中
川
さ
ん
に
よ
る
と
、『
例
年
な
ら
長
さ

が
四
十
五
㌢
ぐ
ら
い
の
も
の
が
、
今
回
は
天

候
の
か
げ
ん
か
八
〇
㌢
も
あ
る
見
事
な
大
き

さ
に
成
長
し
た
』
と
の
こ
と
で
し
た
。

▲賞状を手にニッコリ

農業者年金に加入しましょう！
　総務省の家計調査によれば、世帯主が６５歳
以上で家族が２人以上の世帯では、１ヵ月に必
要な生活費は約２７万円となっています。
　老後生活の基礎となる国民年金は、４０年加
入した場合でも給付月額は６万６千円で、夫婦
２人合わせても必要額の半分にしかなりません。
　そのため、サラリーマンが加入する厚生年金
のように、国民年金に上乗せして加入できる制
度として「農業者年金」制度があります。
　農業者年金は、農業者だけが加入できる制度
です。特に、認定農業者や認定就農者など、一
定の条件を満たす意欲ある担い手農業者には保
険料の手厚い国庫助成があるなどメリットの大
きい年金制度です。

≪加入条件≫
①国民年金第１号被保険者
②６０歳未満
③農業に６０日以上従事
≪メリット≫
①　将来の年金受給に必要な原資を積み立てる積み立て方式の「確
　　定拠出型」なので、少子・高齢化に影響されません。
②　毎月の保険料は２万円を基準として最高６万７千円まで自由に
　　決められ、しかも全額所得税の社会保険料控除の対象となります。
③　認定農業者など一定の要件を満たす農業者には、国から最高半
　　額の助成があります。
④　年金は終身年金で、受給者が亡くなるまで給付されます。しか
　　も、もし８０歳になる前に亡くなられた場合は、８０歳まで受
　　け取れるはずの年金が、死亡一時金として遺族に支払われます。
⑤　納付した保険料は、全額、所得税の社会保険料控除の対象とな
　　ります。

農
産
物
品
評
会

　

平
成
十
九
年
中
に
発
行
し
た
南
丹
市
農
業

委
員
会
だ
よ
り
（
第
四
号
・
第
五
号
）
が
、

第
十
六
回
京
都
府
農
業
員
会
広
報
コ
ン
ク
ー

ル
に
お
い
て
「
銀
賞
」（
全
体
の
二
位
）
を

受
賞
し
ま
し
た
。
昨
年
の
四
位
か
ら
二
ラ
ン

ク
の
ア
ッ
プ
で
す
。

　

第
四
号
で
は
産
地
づ
く
り
交
付
金
の
概
要

説
明
や
美
山
町
・
田
歌
地
区
の
農
事
組
合
の

活
動
を
紹
介
、
ま
た
第
五
号
で
は
農
地
・
水
・

環
境
保
全
向
上
対
策
の
取
り
組
み
状
況
や
南

丹
市
立
西
本
梅
小
学
校
の
食
育
活
動
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。

　

内
容
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
取
材
、
編
集

全
般
に
お
い
て
、
農
業
委
員
が
積
極
的
に
関

わ
っ
て
い
る
こ
と
が
受
賞
の
決
め
手
と
な
っ

た
よ
う
で
す
。
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　とにかく広い南丹市。

　南丹市のあちらこちらでは、その地域ならではの面白く、

楽しい、また興味深い取り組みがされています。

　そんな南丹市の、あっちこっちのできごとを紹介します。

か
や
ぶ
き
民
家
用
の
か
や

　

日
本
の
原
風
景
と
も
い
え
る
か
や
ぶ
き

民
家
が
多
数
残
る
美
山
町
。
美
山
町
全

体
で
二
百
十
戸
余
り
の
か
や
ぶ
き
民
家
が

残
っ
て
い
ま
す
。

　

か
や
ぶ
き
の
屋
根
は
、
お
お
む
ね
二
十

年
間
隔
で
葺
き
替
え
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

か
や
の
量
の
数
え
方
と
し
て
、
四
間（
約

七
・
二
㍍
）の
荒
縄
で
く
く
っ
た
も
の
を「
一

締
め
」と
い
い
ま
す
が
、
一
軒
の
葺
き
替
え

に
必
要
な
か
や
の
量
は
、
二
百
か
ら
三
百

締
め
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
時
期
、
刈
り
取
っ
た
か
や
が
乾
燥

の
た
め
ま
と
め
て
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
ま
と
ま
り
三
つ
か
ら
四
つ
で「
一
締
め
」

に
な
る
と
の
こ
と
で
す
の
で
、
二
百
か
ら

三
百
と
い
う
こ
と
は
、
六
百
か
ら
千
二
百

の
ま
と
ま
り
が
必
要
に
な
る
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
膨
大
な
量
で
す
。

　

現
在
、
美
山
町
内
で
刈
り
取
ら
れ
る
か

や
だ
け
で
は
絶
対
量
は
不
足
し
て
お
り
、

全
国
に
か
や
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
か
や
葺
き
職
人
は
若
い
意
欲
あ

る
後
継
者
が
育
っ
て
お
り
、
こ
ち
ら
は
全

国
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
取
材
・
梅
津
義
明
委
員
）

農
作
物
と
自
然

　
今
日
、
人
々
が
よ
く
口
に
す
る
言
葉
に
、「
無
農
薬
・
減
農
薬
栽

培
野
菜
」が
あ
る
。

　
家
庭
で
消
費
す
る
作
物
は
、
古
来
は「
無
農
薬
栽
培
」で
あ
り

「
有
機
栽
培
」で
あ
っ
た
。
こ
れ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の〝
旬
〟に
応
じ

簡
単
に
作
れ
て
き
た
。

　
し
か
し
今
日
で
は
、
年
中
栽
培
で
き
る
品
種
や
技
術
、
設
備

が
開
発
さ
れ
、
旬
が
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
旬
を
な
く
し
た

こ
と
が
、
作
物
が
元
来
持
つ
自
然
の
強
さ
を
奪
っ
て
は
い
な
い

だ
ろ
う
か
。

　
さ
ら
に
そ
の
上
、
異
常
気
象
や
害
虫
の
異
常
発
生
で
、
ま
す

ま
す
作
る
の
が
難
し
く
な
っ
て
き
た
。
今
年
は
、
小
豆
や
黒
大

豆
が
不
作
の
よ
う
に
も
聞
く
。

　
こ
の
原
因
は
、
行
き
着
く
と
こ
ろ
、
広
い
意
味
で「
自
然
破
壊
」

を
し
た
人
間
に
あ
る
と
思
う
。

　
人
間
が「
栽
培
」し
た
も
の
で
は
な
い「
自
然
」の
も
の
は
大
変

強
い
。

　
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
割
っ
て
芽
を
出
し
、
成
長

す
る
大
根
を
見
て
騒
ぐ
今
日
こ
の
ご
ろ
も
、お
か
し
な
話
で
あ
る
。

（
会
長
職
務
代
理
　
人
見
保
夫
）

　「朝市」では、旬の、自然のままの
農産物が出品されています。
　生産者の顔も見え、対話が弾み、安
心・安全が売りでもあります。
　写真は、美山町板橋の「美山やまざ
と市」から。
　美山やまざと市は毎週日曜日の朝 8
時から開設されています。


